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．  
 

国 寺駅 口周辺 い ，国 寺駅 口地区市街地再開発 業 以 再開発 業 いう

や，国 寺都市計画道路 3･4･12 号線 以 国 3･4･12 号線 いう 整備 ，基盤整備

進  

市 ， 整備効果 活 ，多 市民や来街者 利用 都市生活ヷ文 交流 点

整備 推進 ， 快適性や回遊性 高 ，商業ヷ業務機能 文 融合 自

立性 高い 形成 ，市 計画 置付 や 現状， 進捗状況， 民

意向 ， 課題 整理 ，地域 あ 姿 国 寺駅 口周辺

リ 方向性  

方向性 示 将来像 具現 い ，市 主体 都市

計画 施策 実施 い 必要 あ  

国 寺駅 口周辺 リ 実施方針 ， 方向性 示

将来像 実現 ， 関 地域懇談会等 通 市民意向 踏 え ，市

主体 組 都市計画 施策 い 市 ，

実施方針 踏 え ，都市計画決定ヷ変更手続 実施 い  

． ち く 実施方針 検討 流  
 

実施方針 検討 あ ， ， 市 計画 置付 ～ 容 比較

，整備 業 進捗状況 踏 え 課題 抽出 ， 踏 え 作成 方向

性 基 ，市民 方 意向 伺い 方向性 決定 後， 方

向性 具体 向 ，地域懇談会 い 民意向 伺い，実施方針 い  

市民意向調査  

ち く 課題(P ) 

ち く 展開 (P ) 

国分寺駅北口周辺エ ア ち く 実施方針 

市 計画 位置付け(P2) 

 

ち 現状(P3) ， ち く 進捗状況(P4) 

ち く 関 住民意向(p5) 

 

国分寺駅北口周辺エ ア ち く 方向性 P ～  

国分寺駅北口周辺エ ア ち く 方向性 たた 台  

権利者・居住者等 ン ー 調査 関係団体 ン  

第 1 回 関 地域懇談会:7/9 

市民検討  関 地域懇談会 

第 2 回：9/10，9/13，第 3 回：11/11  

課題 ， 後 う展開 整理  

意見交換 ，行政 考え 方向性 作成 
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．対象エ ア 
 

国 寺駅 口周辺 い 進 い 基盤整備 影

響 範 検討 ，主要 道路ヷ鉄道 区

，右 範 対象 リ  

具体的 ，南 ＪＲ中央線， 国 3･4･6 号線，

東 国 3･4･11 号線，西 西武多摩湖線 範

 

中 ，実施方針 い ，特 影響 大

，駅前通 や国 3･4･12 号線 中心 ，右

青線 範 対象  
 

．対象エ ア 概要 

市 計画 位置付  

市 ，国 寺駅 口周辺 い ，国 寺市都市計画マ タヸプラン 以 都市マ いう

国 寺駅周辺地区 構想 以 構想 いう 以 置 い  

 

■国分寺駅周辺地区 ち く 構想 平成 19 年 月  

ヷ 国 寺駅 口再開発 業 効果的 推進 同 業 連携

国 寺駅周辺地区 総合的 推進 目的 

ヷ施策展開 STEP 右 定 い  

 

 見 歩い 楽 い界隈 や，連続的 賑わいあ 買物環境   

 商 共存 複合市街地 形成 道路 面 層部 商業施設， 層部 暮 場 あ 良質

都市型 宅 配置  

 再開発や道路整備 連携 口駅前通 商店街 再生  

 広場周辺   

 国 寺 新 い都市軸 相応 い風格あ 景観 緑 豊富 街路樹 沿道建築物 ンボル

空間 形成   

 街路整備 併 沿道市街地 改善 

 駅前及び周辺商業地 人々 招 入 口 ヸト空間 形成 街角 や施設配置 入口空間

演出  

 ポット ポ ットパヸ 整備や集客施設 配置誘 等 ，街角空間 大

沿道環境  

 駅前 メ ン セ 軸整備 国 3･4･12号線 早期整備 実現  

 口回遊軸 沿 賑わい 連続  

 利便性 活 快適 う い あ 宅地 中高層主体 良質 宅  

区域別 方針 抜粋  

■国分寺市都市計画マ タープ ン 平成 28 年 月  
国 寺駅周辺： 都市生活ヷ文 交流 点  

ヷ駅一帯 高質 豊 都市生活 支え 魅力あ リ 推進  

土地利用 方針  

ヷ商業ヷ業務機能 新 い文 融合 自立性 高い 進  

ヷ都市生活 利便性 恵 進  

高質 豊 都市生活 テヸ

 

STEP-3: 軸 面 展開 

STEP-1: 整備 
国 寺 口再開発 業 早期 業  

交通ヷ生活ヷ交流 点 国

寺モヸル 整備プロ ト

推進 

STEP-2: 軸 展開 
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現状 

商業地 

商業 関 施設 街区別 占 率 ，駅前周辺，及び駅前通 沿道 高 ，商店 連担 い

，生活関連サヸビ 業 業所数 増加傾向 あ ，卸売業ヷ 売業，宿 業ヷ飲食サヸビ 業

業所数 減少傾向 あ  

■本多・本町 商業事業所数 推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：土地利用現況調査 成 24  東京都  

 

 

道路・交通 

国 寺駅 口周辺 リ ，都市計画道路以外 道路 ６ｍ 満 い道路 多 い

 

特 駅前通 ，一定 交通 あ ， 幅員 7.5ｍ程度 充 幅員 ，歩行者

交通安全 問題 あ ほ ，路線バ 通行 伴 滑 交通 確保 い 問題

い  

 

 

  

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

0 

100 

200 

300 

Ｈ18 Ｈ21 Ｈ24

800 

900 

1,000 

Ｈ Ｈ Ｈ

■国分寺駅北口 道路幅員 

 

■商業系施設 占有率 

 

 資料：道路 帳 成 22  国 寺市  

■駅前通 現状 

台商業系施設： 務所，物販店･飲食店( 宅 併用 含 )，宿 施設， 

遊戯施設， ポヸツ施設，映画館等 対象 

Ｈ Ｈ Ｈ

総数 業所数

卸売業ヷ 売業 業所数

宿 業

飲食サヸビ 業 業所数

生活関連サヸビ 業ヷ娯

楽業 業所数

資料：H18 業所ヷ企業統計調査，H21経済センサ 基礎調査，

H24：経済センサ 活動調査 

896 912 

845 

211 199 
167 

250 259 245 

81 86 

Ｈ Ｈ Ｈ

総数 業所数

卸売業ヷ 売業 業所数

宿 業

飲食サヸビ 業 業所数

生活関連サヸビ 業ヷ娯

楽業 業所数
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進捗状況 

対象 リ ，再開発 業 進行や，国 3･4･12号線 業認 得 ，基盤整備 進

い  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■国分寺駅北口地区第一種市街地再開発事業 

業 ，国 寺駅 口 面 面積約 2.1ha 施行区域

中心市街地 商業振興 び定 交流 進 寄与

快適 都市空間 創出 目的 い  

成 27 度 再開発ビル 着工 ， 成 29 度 竣工 向

工 進 ，公共施設 交通広場ヷ歩行者通路

等 整備 い ， 成 31 度 完成 向 整備 進 い

 

交通広場イメ ジ        再開発ビルイメ ジ 

 

■国分寺駅北口地区地区計画 

国 寺駅 口地区 ，再開発 業 周辺街区 含 合理的 土地

利用 ，建築物等 誘 賑わい 魅力あ 都市空間 形成，

，歩行者や自転車等 利便性 向 実現 向 地区計画

定 い  

，交通広場 面 広場周辺西街区 い ，協調的 計

画的 建替え 誘 目指 ，地区整備計画 定 い

 

■国分寺都市計画道路 3･4･12号線整備事業 

 優先整備路線区間  

国 3･4･12 号線 ，市街地再開発 業 ，都市基盤 整備

や防災 観点 要 都市計画道路  

成 29 日付 ，東京都知 業認 得 い

後 ， 成 33 度 完成 目指 ，整備 進  

 

国 3 4 12号線標準断面 イメ ジ

 国 3･4･12 号線標準断面図 メー  

平成 27 年 月 事業概要説明会資料  
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関 住民意向 

関 民意向 ，都市マ 改訂検討 際 実施 市民意向調査 成 26 ６

実施 い ，国 寺駅 口 リ 当 第 ヷ第七 学校区 別 関

視度ヷ満足度 調査  

，国 寺駅 口 リ い ，特 関連 あ 土地利用，道路ヷ交通体系，

安全ヷ安心 い 視度ヷ満足度 示 い  

＜ 関 視度ヷ満足度＞ 

○ 視度 全体的 高 ，満足度 全体的 い傾向 あ ，多 項目 最優先改善項目 い

 

○満足度 い項目 い ，土地利用 ， 駅周辺 商業施設やオフ 立地 進 ， 生

活 差 商業地 確保 視度 高 い  

○道路ヷ交通体系 ， 安全 通行 自転車道 形成 ， 安心 歩 歩行空間 形成

視度 特 高 い  

○安全ヷ安心 ， 火災 延焼 防 広い道路整備 推進 ， 緊急車両 通行 う狭い

道路 改良 視度 高 い  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足度・重視度 見方 

最優先改善項目 

○重視度 高い 関わ ，
満足度 低い項目。 

優等項目 

○現状 満足度 高 ，重視度
高い項目。 

現状維持項目 

○満足度 高い ，重視度
低い項目。 

最低評価項目 

○満足度 低 ，重視度 低い
項目。 

重視度 高

高

満

足

度

最優先改善項目

優等項目

最低評価項目

現状維持項目

土地利用 
● 駅周辺 商業施設やオフ 立地 促進 
◆ 生活 根差 商業地(商店街) 確保 

道路・交通体系 
● 広域 交通を担う広い道路 充実 
◆ 市内 交通を担う道路 充実 
+ 安全 通行 自転車道 形成 
× 安心 歩 歩行空間 形成 

 
安全・安心 

■ 火災 延焼を防 広い道路整備 推進 
● 個々 建物 不燃化・耐震化 促進 
▲ 緊急車両 通行 う狭い道路を改良 

1 .0 

2 .0 

3 .0 

4 .0 

5 .0 

1 .0 2 .0 3 .0 4 .0 5 .0 1 .5 

2 .0 

2 .5 

3 .0 

3 .0 3 .5 4 .0 4 .5 

重視度 高

高

満

足

度

当該エ 関連 主 項目 抜粋 
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課題 

市 計画 置付 ， 現状 ， 進捗状況 ， 関

民意向 容 比較 ，各区域 応 関 課題 以 整理 い

 

 

 

○交通広場 商店等 連担 ，賑わい あ 商業地形成 資 検討 必要 あ  

○個性的 商業空間 形成 ，商店街 一定 景観誘 必要 あ  
 
 
 

○国3･4･12号線 整備 契機 ，駅前通 歩行者優先 検討 必要 あ  
 

 

○沿道市街地整備 向 誘 検討 必要 あ  

○新 い ンボル空間 相応 い， 商 共存 賑わい あ 複合市街地 形成や，風格 あ 景観

い 検討 必要 あ  
 

 

○国3･4･6号線 駅前通 及び国3･4･12号線 交差部 い ， 口 ヸト空間形成 資 点

組 検討 必要 あ  
 
 
 

○既存 商店街 い ，個性的 商業空間 形成 方策 検討 必要 あ  

○商業地 ポテン ャル 維持 ，良好 環境 維持 方策 検討 必要 あ  

駅前通 沿道，国 3･4･12号線沿道 

上記以外 エ ア全般 

駅前通 沿道 

国 3･4･12号線沿道 

国3･4･12号線 国3･4･6号線交差部 
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． ち く 展開 

 

国 寺駅周辺地区 展開 あ ，構想 示 STEP 意識 着実

組 必要 現時点 ， 再開発 業 整備， 軸 国 3･4･12号線 整備 進

， STEP-2 軸 展開 段階  

方向性，及び 実施方針 ， 先 展開 念頭 置 ，

STEP-2 軸 展開 実現 向 方向性や都市計画施策 示 い  

， STEP-3 軸 面 展開 あ ，大学通 商店街 道路沿道 軸

， 宅地主体 あ 後背地 面 類 ， 軸 面 STEP

移行 着実 進 ，国 寺駅 口 リ 全体 実現 目指  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま
ち
づ
く

構
想
に
示
す

ま
ち
づ
く

の

Ｅ
Ｐ

 

 

 

 

再開発 業 進捗 

国 寺駅 口地区地区計画 策定 

国 3･4･12号線 業認 得 

 

駅前通 ，歩行者系交通 優先 ，安全 買い物環

境 形成 

国3･4･12号線沿道 ，国 寺市 新 い ンボル空

間 形成 

国3･4･6号線 駅前通 及び国3･4･12号線 交差部

，駅周辺 人々 招 入 ヸト空間 形成 

  

 

国3･4･6号線沿道 良好 沿道環境 創出 

国3･4･5号線沿道 商業回遊ルヸト 形成 

大学通 商業回遊ルヸト 形成 

  

 

宅地 良質 民間 宅開発及び既存 宅建替 進 

生活道路網 改善 

軸
か

面

へ
の
展
開 

核
か

軸

へ
の
展
開 

核

の
整
備 

現 在 

現時点 取組  

軸 面 へ 展開 う ， 軸  

軸 面 へ 展開 う ， 面  

国 3･4･6号線 
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．国分寺駅北口周辺エ ア ち く 方向性 

国 寺駅 口周辺 リ 方向性 い ， 進捗状況や，地域 課題

整理 ， リ 権利者や居 ヷ店舗等経営者 ン ヸト調査，関 団体 ヒ リン ，地域

懇談会 開催 通 関 者 意見 集 ， 意見 踏 え 以 う 置  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

国分寺駅北口周辺エ ア 

住宅･商業･業務機能 調和及び歩行者・自動車 共存を実現 た， 

国分寺 新た 都市活力 源泉 ，エ ア一帯 連携 た 複合市街地 形成 

～新旧 共存 ，賑わい あ 駅北口周辺エ ～ 

歩行者優先 道路 機能転換 能性 あ ，徒歩ヷ自転車利用 近隣 民 気軽 立

寄 ，安全ヷ安心 買い回 や散策 楽 空間 提供や， 歩 楽 い ，

ョッピン モヸル

台

目指  
 

○個店を中心 ，日用品 需要 対応 業種 充実 

○駅前通 へ面 部分へ商業用途を誘導 ，商業 連続 人を惹 形成 

○通過交通 抑制や歩行者・自転車交通 安全性 向上 

○店先空間 工夫や隣接店舗 協調 ゆ あ 客溜 空間  

○先導的 民間 誘導 

 

 

 

 

 
 

 

台 ョッピン モヸル ，歩行者優先型 道路 快適 歩行環境 創 沿道市街地 一体 軸状 都市構造 呼  

 地区計画 手法 導入 低層階へ 商業施設 誘導や，オープン ペー 確
保 壁面後退，形態・意匠 規制 良好 景観形成 実現 

駅前通 沿道 

国 3･4･12 号線 い ，国 寺駅 口駅前 車両交通 メ ン セ 軸 整備 行い

沿道 い ，整備 進行 ，建物 建替え更新 進 ，国 3･4･12 号線

整備 遅 ， 商 共存 ，訪 人 親 国 寺市 新 い ンボル空間 形

成 向 組 進  
 

○駅前広場 面 部分，国 3･4･12 号線沿道 ，一定規模以上 集合住宅，商業施設，オフ ，及
びそ 複合 建物 立地を促 ，住商 共存 複合市街地 形成 

○印象的 都市景観 創出 

○幅員 22ｍ 国 3･4･12 号線 整備 あわ ，災害時 避難路 ，エ 一帯 延焼遮断機能
確保 

 

 用途地域等 見直 土地 有効・複合利用 推進及び沿道建物 耐火性 向上 

 地区計画 手法 導入 低層階へ 商業施設 誘導，最低敷地，形態・意匠
規制 風格あ 景観形成 実現 

国 3･4･12号線沿道 国分寺市 新 い ンボ 空間 形成 

実現
手法 

実現
手法 

安全 買い物環境 形成 
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住宅地 

住宅地 

市街地再開発事業区域 

国 3･4･6号線 国 3･4･6号線 

国 3･4･6号線沿道 国 3･4･6号線沿道 

国 3･4･5号線沿道 国 3･4･5号線沿道 

大学通 沿道 大学通 沿道 

国分寺駅 国分寺駅 

西

武

多

摩

湖

線 

西

武

多

摩

湖

線 

国 3 

 

4 

11

号

線 

国 3 

 

4 

11

号

線 

連雀通  連雀通  

中央本線 中央本線 

各エリアの連携と，一帯の回

遊性向上周辺商店街との 

相乗効果 

歩行者優先の道路

へ機能転換 

駅前への車両交通の

メインアクセス軸 

駅

前

通

り 

駅

前

通

り 

国

3 
 

4 

12
号

線 

国

3 
 

4 

12
号

線 

駅前アクセ 軸 国 3･4･6号線 交差部 

国 3･4･12号線 整備 ，市 中心 東西 貫 主要幹線道路 あ 国 3･4･6号線 ，国 寺駅

口 セ 性 向 国 3･4･6号線 国 3･4･12号線及び既存 駅前通 交差部 い

，駅 口や周辺商業地 人々 招 入 ヸト空間 点 形成 ，駅前通 や国 3･

4･12号線 い 駅前 セ 軸 駅 賑わい 連続 沿道空間 目指  
 

○暮 密着 “最寄品 食料品や普通生活雑貨 ” 需要 対応 核店舗 立地を促進 

○生活 ー 機能 拡充 

○街角 や施設配置 入口空間 演出を図 ， ー 空間 形成 

 

  用途地域 見直 核 店舗 立地促進 

 地区計画 手法 導入 壁面位置，形態・意匠 規制 魅力あ 商業地や良好

景観形成 実現 

実現
手法 

駅周辺 人々を招 入 ート空間 形成 
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．国分寺駅北口周辺エ ア ち く 実施方針 展開 い  

具体的 都市計画決定ヷ変更 実施方針 展開 あ ，都市計画 い 具

体 項 対象 以外 手法 実施 必要 あ 項 い ，実施方針 検討

並行 別途 組 い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歩行者優先 道路 機能転換 能性 あ

，徒歩ヷ自転車利用 近隣 民 気軽 立 寄 ，安全ヷ

安心 買い回 や散策 楽 空間 提供や，

歩 楽 い ， ョッピン モヸル 目指

 
 

個店を中心 ，日用品 需要 対応 業種 充実 

駅前通 へ面 部分へ商業用途を誘導 ，商業 連続
人を惹 け ち 形成 

通過交通 抑制や歩行者・自転車交通 安全性 向上 

店先空間 工夫や隣接店舗 協調 ゆ あ 客溜
空間  

先導的 民間 ち く 誘導 

 

建 建築物 用途，低層階 建物用
途 あ 方 い 検討 

業種 充実･商業 連続 た ち を形成 ... 

建築物 壁面位置や，建築物や屋外広告物
色彩 あ 方 い 検討 

人を惹 け ち･ゆ あ 客溜 空間を形成 ... 

公益性 高い事業 建築物 容積 あ
方 い 検討 

民間 ち く を誘導 ... 

国 3･4･12 号線 い ，国 寺駅 口駅前 車両交

通 メ ン セ 軸 整備 行い 沿道

い ，整備 進行 ，建物 建替え更新 進

，国 3･4･12 号線 整備 遅 ， 商 共

存 ，訪 人 親 国 寺市 新 い ンボル空

間 形成 向 組 進  

駅前広場 面 部分，国 3･4･12 号線沿道 ，一定規模
以上 集合住宅，商業施設，オフ ，及びそ 複合

建物 立地を促 ，住商 共存 複合市街地 形成 

印象的 都市景観 創出 

幅員 22ｍ 国 3･4･12 号線 整備 あわ ，災害時 避
難路 ，エ 一帯 延焼遮断機能 確保 

 

国 3･4･12号線 整備 ，市 中心 東西 貫 主要幹

線道路 あ 国3･4･6号線 ，国 寺駅 口 セ

性 向 国 3･4･6号線 国 3･4･12 号線及び既存

駅前通 交差部 い ，駅 口や周辺商業地 人々

招 入 ヸト空間 点 形成 ，駅前

通 や国 3･4･12号線 い 駅前 セ 軸 駅 賑

わい 連続 沿道空間 目指  

暮 密着 “最寄品 食料品や普通生活雑貨 ”
需要 対応 核店舗 立地を促進 

生活サービ 機能 拡充 

街角 く や施設配置 入口空間の演出を図
， ー 空間 形成 

建築物 高 ，建築物や屋外広告物 色彩，
緑 配置 あ 方 い 検討 

 

印象的 都市景観を創出 ... 

建築物 防火性能 あ 方 い 検
討 

 

建 建築物 用途 緩和，敷地面積
あ 方 い 検討 

一定規模以上 建物 立地，複合市街地を形成 ... 

避難路 確保，延焼遮断機能を確保 ... 

建 建築物 用途 緩和や，建築物
防火規制 あ 方 い 検討 

核店舗 立地を促進・生活サービ 機能を拡充 ... 

敷地面積や建築物 高 ，色彩，緑 配置，
壁面 位置 い 検討 

街角 く ・入口空間を演出 ... 

国分寺駅北口エ ア ち く 方向性 うち，実施方針 取 組 こ  

方向性 実施方針 具体化 向け 検討 事項 

駅前通 沿道 安全 買い物環境 形成 

国 3･4･12 号線沿道 国分寺市 新 い ンボ 空間 形成 

駅前アクセ 軸 国 3･4･6 号線 交差部 駅周辺 人々を招 入 ート空間 形成 
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実施方針 並行 ，別途取 組 こ  

方向性 具体化 向 検討 あ 方 そ 他 事業 対応 考え方 

道路事業等 推進 

 ・歩行者優先化 

 ・信号機 設置 

 ・電線地中化 

 ・ フ ー化 

 ・美装化  

⇒関係課・関係団体 協議･調整 必要 

■意向調査 得 た考慮 事項 

・自転車 ナー 

・国 3･4･6 号線 整備   

■意向調査 得 た考慮 事項 

・産業振興施策 検討 

・沿道 開発事業 合わ 駐輪場整備 あ
方 検討 

・自転車利用 ナー啓発等 検討 

・飲食店へ 出 指導，通行者 捨
ナー啓発 

              

■意向調査 得 た考慮 事項 

・渋滞や迷惑駐車 発生 い う，沿道 開
発 対 配慮 

・住宅地 店舗 広 対 騒音対
策 

・国 3･4･6 号線 整備 

              

国 3･4･12 号線街路整備事業 推進 

 ・街路樹 植栽 

 ・広い歩道 確保 

 ・自転車専用 ーン 整備  

国 3･4･12 号線街路整備事業 推進 

 ・交差部 見通 確保 

 ・街路樹 植栽 

 ・自転車専用 ーン 整備  

 

 

駅前ア 
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．国分寺駅北口周辺エ ア 実施方針 

エ 将来像 
 

国 寺駅 口地区再開発 業 整備 再開発ビル 対 成 う ，駅前 セ 軸

国 3ヷ4ヷ6 号線 交差部 生活サヸビ 機能 充実 寄与 店舗 立地 環境

整え 2 個性 持 ，駅前通 及び国 3ヷ4ヷ12号線 2

駅前 セ 軸 ，東西方向 道路 駅前 セ 軸  

駅前通 ヷ国3ヷ4ヷ12号線等 国 寺駅 口周辺 リ 回遊性 生 出

，国 寺 新 都市活力 源 ， リ 一帯 連携 複合市街地 実現  

 

区域別 将来像 都市計画 実現手法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主要 交通動線 

そ 他 交通動線 

実施方針 対象範囲 

中央本線 中央本線 
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○業種 充実・商業 連続  

○人々を惹 ，ゆ あ 客溜 空間 

○民間 活発  

 

 国 ・ ・ 号線沿道 国分寺市 新 い ンボ 空間 形成  

 

 

○一定規模以上 建物 立地 複合市街地 

○印象的 都市景観を  

○避難路 確保 ，延焼を遮断 安全・安心  

 

 駅前アクセ 軸 国3･4･6号線 交差部 駅周辺 人々を招 入 ート空間 形成  

 
 

 

○核店舗 立地 ，生活 ー 機能 充実     

○街角 ・入口空間を演出  

 

 

 駅前通 沿道 安全 買い物環境 形成  

■将来像 

■都市計画 実現手法 

○高度地区 変更 ○地区計画 策定 

・ 建築物等 用途 制限  

・駅前通 面 部分 壁面 位置 制限  

・ 壁面 位置 制限 や 建築物 高 最高限度 ， 敷地面積 最低限度 を定
，現在定 い 建築物 高 限度 緩和 ⇔高度地区 変更  

・地区計画 目標・方針 ，建築物 外観や屋外広告物 必要性を明示 

■将来像 

○用途地域 変更 

・住居系用途地域 商
業系用途地域へ 変更 

・建ぺい率や容積率 緩和 

 

○高度地区 変更 

 

○防火地域 た  

 準防火地域 指定 

 

 

○地区計画 策定 

・ 建築物等 用途 制限  

・ 敷地面積 最低限度  

・国 3･4･12 号線 接続
主 東西道路 面

部分へ 壁面 位置 制
限  

■都市計画 実現手法 

■将来像 

○用途地域 変更 

・住居系用途地域 商
業系用途地域へ 変更 

・建ぺい率や容積率 緩和 

 

○高度地区 変更 

 

○防火地域 た  

 準防火地域 指定 

 

 

○地区計画 策定 

・ 建築物等 用途 制限  

・ 敷地面積 最低限度  

・ 壁面 位置 制限  

 

■都市計画 実現手法 
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歩行者優先 道路 機能転換 能性 あ ，徒歩ヷ自転車利用 近隣 民

気軽 立 寄 ，安全ヷ安心 買い回 や散策 楽 空間 提供や， 歩 楽 い

， ョッピン モヸル 目指  

 

■将来像 

 
業種 充実･商業 連続

形成 ... 
人 惹 ，ゆ あ  
客溜 空間 形成 ... 

民間 活発  
... 

(a)建築物 用途を制限 

台参考 懇談会等 意見 

●風俗店 少 い方 いい  

●立 寄 う 魅力的 個店

増え ほ い  

台参考 懇談会等 意見 

●車やバ 混在 い い  

●歩 う 安心 通

道 欲 い  

台参考 懇談会等 意見 

●中高層 建物 並 街並 い  

●立替え 進 う メリット 示

い い  

(e)建築物 意匠，屋外広告物
景観的配慮を促進 

○日用品等 扱う店舗 充実

商店街

，魅力あ 商店街 望

い施設 風俗店や倉庫

物流施設 い 立地 抑制

必要 あ ヷヷ(a) 

○ 歩 ンド

ョッピン う，駅前

通 面 建物 層階

店舗等 連続 う 誘

必要  

ヷヷ(b) 

○人 惹 ，個性あ

創出 建物

外観，屋外広告物 大

や色彩 い ， 一

定 統一感 う

必要  

ヷヷ(e) 

○建物 建 詰 ，敷地面積 大

い駅前通 ，建物 壁

面 置 部 後退 建築物

建築効率 ，

一方 建築効率 高 建

築物 高 や容積 関 規制

緩和 方策 い 適

用 必要 あ ヷヷ(d)) 

○多 人々 集 施設 商業

施設 立地 ， 回

遊性 高 ，条件付

建築物 高 や容積 緩和

方策 ，民間

建築物 建替え 誘

必要  

ヷヷ(d) 

  駅前通 沿道 安全 買い物環境 形成  

業種 充実ヷ商業  

連続  

 

人 引 ， 

ゆ あ 客 空間 

 

民間 活発  

 

○賑わい創出 ，商品 品定

， ンド ョッピン

楽 空間，高齢者や親子連

方 休憩 空間 必要 あ

，建物 壁面 後退 ，店

舗前 客様 滞留 空間

確保 誘 必要

ヷヷ(c) 

■将来像 実現方策 

都市計画等 実現  都市計画等 実現  都市計画等 実現  

(d)建築物 形態制限(高さ等)を緩和 

(c) 建築物 壁面 位置を制限 

 
(b)低層階 建築物用途を誘導 

(d)建築物 形態制限(高さ等)を緩和 
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 駅前通 面 建築物等 形態 関 制限
を一定 条件を付与 緩和 ，建 替え

促進 ，統一感 あ を形成 。 

＜一定 条件＞ 

 
 

 

 

望 い施設 立地を抑制 ，地区計画 地区整備計画 い ， 建築物等 用途 制限
を定 。 

理 由 規制 想定 建物用途 

車両 出入 頻繁 建物 立地 制限 ，安全 交

通環境 形成  
倉庫，物流施設  

地域 居 環境 悪影響 抑制  風俗施設  
 

 

 

 

望 い施設を誘導 ，地区計画 地区整備計画 い ，
駅前通 面 建物 低層階 階部分 建

建物用途を制限 建築物等 用途 制限 を定 。 

理 由 誘致 想定 建物用途 

店舗等 連続 ，賑わい あ

形成 誘  
商業施設  

 

 

緩和 メヸ  

 

建築基準法

の道路斜線

制限 壁面の位置

の制限

条件を満たす ，青

示す範 建築が

可能

現行の規制内容

駅前通 駅前通  

例：敷地面積 最 限度 100㎡ 場合 

■都市計画 実現手法 

(a)建築物 用途を制限 

(b)低層階 建築物用途 誘導 

(d) 建築物 形態制限(高 等)を緩和 

 

敷地細 抑制

，地区計画 地

区整備計画 敷地面

積 最 限度 定

 

客様 滞留空間 ，地区計画 地区整備

計画 い 壁面 置 制限 定 ，敷地 道

路 境界線 建物 壁面 置 後退  

地区計画 地区整備計

画 建

建築物 高 最高

限度 定  

 

 

地区計画 建物 外観や屋外広告物へ 景観的
配慮 必要性を明示 。 

 

 

 

(e)建築物 意匠，屋外広告物へ 景観的配慮を促進 

［ メー ］ 

 

［ メー ］ 

 

 

客様 滞留空間を
，地区計画 地区整

備計画 い 壁面 位
置 制限 を定 ，敷地
道路 境界線 建物 壁
面位置を後退 。 

 

(c) 建築物 壁面 位置を制限 

 

 

高度地区 第 種高度地区 例  

国 寺市 側

隣地 対 日照

配慮 建

築物 高 最高

限度 定

い  

 

高 等 緩和 市街地環境 悪

い う，以 様 制限 条件  

○敷地面積 最低限度 

○壁面位置 後退 

○建築物 高さ 最高限度 

○地区計画 目標・方針を定  

○建築物等 用途 制限 

○建築物等 用途 制限 

○壁面位置 後退 
 
 

○高度地区 緩和 

土地 高度利用を
促 ， 高度地
区 を緩和 。 

 

建築物全面 彩度 高い色彩 使わ い 

屋外広告物 ，建築物 一体的
ン  

民地    道路    民地 

壁面の位置を 

後ろに下げる 

180㎡ 

90㎡ 

90㎡ 
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ｚ

   

 国 3･4･12 号線標準断面図 メー  

平成 27 年 月 事業概要説明会資料  

一定規模以 建物 立地， 
複合市街地 形成 .. 象的 都市景観 創出 .. 

避難路 確保，延焼遮断機能  
確保 ... 

○街路樹 一体 緑豊

空間 形成 ，建築物

壁面 後退 ，道

路 面 部 緑 配置

必要 ヷヷ(e) 

○国3･4･12号線 整備 あわ

， リ 一帯 延焼遮

断機能 向 ，沿道

建築物 耐火性能 向 誘

必要 ヷヷ(f) 

○避難路 確保 ，沿道

敷地 一体 ，後背地

国3･4･12号線 セ

空間 確保

う誘 必要  

 ヷヷ(g) 

○新 い ンボル空間 ，

象的 都市景観 創出

，建築物 外観，

屋外広告物 大 や色彩

い ， 一定 統一感

う 必要

ヷヷ(d) 

 

○市 新 い ンボル空間

， 商 共存 複合市街地

形成 ，建

建築物 用途 緩和や，望

い施設 風俗店や倉庫

物流施設 い 立地

抑制 必要 あ ヷヷ(a) 

 

○一定規模以 建物 立地 誘

，沿道敷地 細

抑制 必要 ヷ(c) 

○市 新 い ンボル空間

わ い，風格 あ 街並 創

出 ，一定規模以 建

築物 立地 望

，建築物 規模 容積や高

等 い 緩和 必要

あ ヷヷ(b) 

  国 ・ ・ 号線沿道 国分寺市 新 い ンボ 空間 形成  

■将来像 

一定規模以 建物  

立地 複合市街地 

 

象的 都市景観  
避難路 確保 ，延焼  

遮断 安全ヷ安心  

 

国 3･4･12 号線 い ，国 寺駅 口駅前

車両交通 メ ン セ 軸 整備 行い

沿道 い ，整備 進行 ，建物

建替え更新 進 ，国 3･4･12 号線 整備

遅 ，国 寺市 新 い ンボル空間

形成 向 組 進  

 

■将来像 実現方策 

都市計画等 実現  都市計画等 実現  都市計画等 実現  

(b)建築物 規模 制限を緩和 

(a)建築物 用途制限 変更 

(c)沿道敷地 細分化 抑制 

(d)建築物 意匠，屋外広告物
景観的配慮を促進 

(e)道路側 緑 配置を促進 

(f)建築物 構造を制限 

(g)建築物 壁面 位置を制限 

台参考 懇談会等 意見 

●回遊 施設 複数あ い  

●道路 面 部 ，マン ョン ン

トラン い う  

台参考 懇談会等 意見 

●5階～6階建 並 通 い  

●緑地 休憩所 必要 あ  

 

台参考 懇談会等 意見 

●駅前通 3ヷ4ヷ12号線 動線 考

慮 い い  
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国 3･4･12 号線 接続 主
東西道路 ，道路状空間を連
続的 確保 ，道路 面

部分 ，地区計画 地区
整備計画 い 壁面 位置

制限 を定 。 

 

壁面後退 メー  

 

 

 

一定規模以上 建築物を誘導 ，建ぺい率・容積率を緩
和 。 

 

土地 高度利用を促 ， 第二種高度地区 を緩和 。 

 

高度地区 変更 あわ ，地区計画 地区整備計画 い
建築物 高 最高限度 を新 定 。 

 

 

 

 

一定規模以上 建築物 立地を誘導 ， 住居系用途地域 を 商業系用途地域 へ変更 。 

 

 

 

 

 
用途地域を変更 上 ，望 い施設 立地を抑制 ，地区計画 地区整備計画 い ， 建
築物等 用途 制限 を定 。 

理由 規制 想定 建物用途 

安全 交通環境 形成  倉庫，物流施設  

地域 居 環境 悪影響 抑制  風俗施設  

 

 

 
 

地区計画 目標・方針 建物
外観や屋外広告物へ 景観的配
慮 必要性を明示 。 

同様 ， 道路側へ 緑 配置
必要性 を明示 。 

 

 

 

防火地域 準防火地
域 を指定 ，建築物 耐火性
能を向上 。 

台防火地域，準防火地域 ，市

街地 火災 険 防除

，耐火性能 高い構造

建物 建 う定 地域

 

台用語 細 参考資料 覧

い  

 

 

 

(a) 建築物 用途制限 変更 

(b)建築物 規模 制限を緩和 

(d)建築物 意匠，屋外広告物へ 景観的配慮を促進 

(e)道路側へ 緑 配置を促進 

(f)建築物 構造を制限 (g)建築物 壁面 位置を制限 

■都市計画 実現手法 

延焼遮断帯 メー  

 

 
 

一定規模以上 建物を誘導
，地区計画 地区整備計画 敷

地面積 最低限度 を定 。 

(c) 沿道敷地 細分化 抑制 

○用途地域 変更 
 

○建 い率・容積率 緩和 ※用語 詳細 参考資料を 覧 い 

○敷地面積 最低限度を定  

○地区計画 目標・方針を定  

○防火地域・準防火地域を定  ○壁面位置 後退 

近隣商業地域

ー ー 娯楽施設 住宅 宿泊施設 小規模
工場

キャ ー
等風俗店

△
第一種住居地域

△ △ △
ー ー 娯楽施設 住宅 宿泊施設 小規模

工場
キャ ー
等風俗店

○建築物等 用途 制限 
 

○高度地区 緩和 

○建築物 高さ 最高限度 

 

高度地区 第 種高度地区 緩和 例 

 

 

緩和 メー  

 

緩和 メー  

 

住居系用途地域 

 
商業系用途地域 

 

防災 
生活圏 

防災 
生活圏 
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店舗 立地 進ヷ生活サヸビ 機能  

充 .... 
街角 ヷ入口空間 演出 ... 

台参考 懇談会等 意見 

●回遊 施設 い あ い  

●荷 用 駐車場 確保 必要  

台参考 懇談会等 意見 

●回遊性 面 オヸプン ペヸ ほう い  

○ 店舗 立地や， 商 共存 複合的 建築物

立地 望 ，建物 規模 建

物 容積ヷ高 等 い 緩和 必要 あ

ヷヷ(b) 
○ リ 入口空間 風格 創出

，建築物 外観，屋外広告物 大

や色彩 い ， 一定 統一感

う 必要 ヷヷ(e) 

○ ヸト空間 演出 ，建築物 壁面 置 配

慮 街角 進 ，建築効率 高

延床面積 確保 方策 適用 建物

再整備 必要 ヷヷ(b) 

○暮 密着 最寄品 需要 対応

店舗 立地や， 商 共存 複合的 建築物

立地 ，建 建築物 用途 緩和

や，望 い施設 風俗店や倉庫 物流

施設 い 立地 抑制 必要 あ

ヷヷ(a) 

○ ヸト空間 形成 資 土地利用 誘

，沿道敷地 細 抑制 必要

ヷヷ(f) 

○ 店舗 立地 進 建築物 規模 検

討 合わ ，国 3･4･12号線沿道

連続 ，延焼遮断機能 向 ，沿道

建築物 耐火性能 向 誘 必要

ヷヷ(c) 

○ 市 ンボル空間 ，街路樹 一体

緑豊 空間，人々 自由 利用 ，賑わいあ

オヸプン ペヸ 創出 ，

建物 壁面 後退 必要  

ヷヷ(d) 

  駅前アクセ 軸 国3･4･6号線 交差部 駅周辺 人々を招 入 ート空間 形成  

 

国 3･4･12号線 整備 ，市 中心 東西 貫 主要幹線道路 あ 国 3･4･6号線 ，国

寺駅 口 セ 性 向 国 3･4･6号線 国 3･4･12号線及び既存 駅前通

交差部 い ，駅 口や周辺商業地 人々 招 入 ヸト空間 点 形成

，駅前通 や国3･4･12号線 い 駅前 セ 軸 駅 賑わい 連続 沿道空間

目指 ，誰 訪 や い駅周辺 進 ，駐車場等 整備 進 ，

国 寺駅 口周辺 回遊性 創出 目指  

 

■将来像 

店舗 立地 ，生活サヸビ 機能  

充実  
街角 ヷ入口空間 演出  

■将来像 実現方策 

都市計画等 実現  都市計画等 実現  

(b)建築物 規模 制限を緩和 

(a)建築物 用途制限 変更 

(f)敷地面積 最低限度を制限 

(e)建築物 意匠，屋外広告物 景観的配慮を促進 (c)建築物 構造を制限 

(d)建築物 壁面 位置を制限 

(b)建築物 規模 制限を緩和 
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地区計画 壁面 位置 制限
，街角 3・4・6 号線

3・4・12号線 交差点 角地
建築物 壁面位置を定

。 
 

 

 

(d)建築物 壁面 位置を制限 

 

 

 

一定規模以上 建築物 立地を誘導 ， 住居系用途地域 を 商業系用途地域 へ変更 。 

 

 

 

 

 

ー 空間 望 い建築物 立地を抑制 ，地区計画 地区整備計画 い ， 建築物
等 用途 制限 を定 。 

理由 規制 想定 建物用途 

安全 交通環境 形成  倉庫，物流施設  

地域 居 環境 悪影響 抑制  風俗施設  

 

 

 

核店舗 立地を誘導 ，建
ぺい率・容積率を緩和 。 

 

土地 高度利用を促 ， 第
二種高度地区 を緩和 。 

 
 

地区計画 地区整備計画 い
建築物 高 最高限度 を

新 定  

 
 

 

防火地域 準防火地
域 を指定 ，建築物 耐火性
能を向上 。 

台防火地域，準防火地域 ，市街

地 火災 険 防除

，耐火性能 高い構造 建

物 建 う定 地域

 

 

 

 

 

 

ー 空間 拠点形成
資 核店舗 立地を誘導

，地区計画 地区整備計画
い 敷地面積 最低限度

を定 。 

 

 

 

地区計画 目標・方針 建物
外観や屋外広告物へ 景観的配
慮 必要性を明示 。 

 

[ メヸ ] 

 

 

 

 

■都市計画 実現手法 

(b)建築物 規模 制限を緩和 
 

(c)建築物 構造を制限 (f)敷地面積 最低限度を制限 
 

(e)建築物 意匠，屋外広告物へ 景観的配慮を促進 

(a)建築物 用途制限 変更 

建築物全面 彩度
高い色彩 使わ
い 

屋外広告物 ，建築
物 一体的

ン  

［ メー ］ 

 

 

延焼遮断帯 メー  

 
3,000㎡ 

敷地面性 最 限度  

1,000㎡ 場合 

1,800㎡ 

1,200㎡ 

○用途地域 変更 
 

近隣商業地域

ー ー 娯楽施設 住宅 宿泊施設 小規模
工場

キャ ー
等風俗店

△
第一種住居地域

△ △ △
ー ー 娯楽施設 住宅 宿泊施設 小規模

工場
キャ ー
等風俗店

○建築物等 用途 制限 
 

○建 い率・容積率 緩和 

○高度地区 緩和 

○建築物 高さ 最高限度 

 

高度地区 第 種高度地区  

緩和 例 

 

 

○地区計画 目標・方針を定  

○壁面位置 後退 
 
 

○敷地面積 最低限度 

緩和 メー  

 

緩和 メー  

 

住居系用途地域 

 
商業系用途地域 

 

防災 
生活圏 

防災 
生活圏 

○防火地域・準防火地域を定  
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9．実施方針 並行 別途取 組 こ  
 

国 寺駅 口周辺 リ 方向性 実現 あ ， 実施方針 示 都市計

画 施策 ，P11 示 通 ，別途，道路 業 組 推進

必要  

以 ， い 実施方針 並行 組 項 整理 い

後 展開 中 ，多様 主体 連携 対応 検討  

 

 

 

 

 

 

 

 

  駅前通 沿道 安全 買い物環境 形成  

方向性  

個店を中心 ，日用品 需要 対
応 業種 充実 

駅前通 へ面 部分へ商業用途を
誘導 ，商業 連続 人を惹 け

ち 形成 

通過交通 抑制や歩行者・自転車交通
安全性 向上 

店先空間 工夫や隣接店舗 協調
ゆ あ 客溜 空間  

先導的 民間 ち く 誘導 

 

実施方針 並行 ，別途取 組 こ  

方向性 具体化 向 検討 あ 方 そ 他 事業 対応 考え方 

道路事業等 推進 

 ・歩行者優先化 

 ・信号機 設置 

 ・電線地中化 

 ・ フ ー化 

 ・美装化  

⇒関係課・関係団体 協議･
調整 必要 

■意向調査 得 た考慮
事項 

・産業振興施策 検討 

・沿道 開発事業 合わ
駐輪場・駐車場整備 あ
方 検討 

・自転車利用 ナー啓発等
検討 

・飲食店へ 出 指導，
通行者 捨 ナー啓
発          

  国 ・ ・ 号線沿道 国分寺市 新 い ンボ 空間 形成  

方向性  

駅前広場 面 部分，国 3･4･12 号
線沿道 ，一定規模以上 集合住宅，
商業施設，オフ ，及びそ 複
合 建物 立地を促 ，住商 共存

複合市街地 形成 

印象的 都市景観 創出 

幅員 22ｍ 国 3･4･12 号線 整備
あわ ，災害時 避難路 ，エ 一
帯 延焼遮断機能 確保 

 

実施方針 並行 ，別途取 組 こ  

方向性 具体化 向 検討 あ 方 そ 他 事業 対応 考え方 

国 3･4･12 号線街路整備
事業 推進 

 ・街路樹 植栽 

 ・広い歩道 確保 

 ・自転車専用 ーン 整備 

            

■意向調査 得 た考慮
事項 

・自転車 ナー 

・国 3･4･6 号線 整備 

            

  駅前アクセ 軸 国3･4･6号線 交差部 駅周辺 人々を招 入 ート空間 形成  

方向性  

暮 密着 “最寄品 食料品や
普通生活雑貨 ” 需要 対応

核店舗 立地を促進 

生活サービ 機能 拡充 

街角 く や施設配置 入口空
間の演出を図 ， ー 空間 形
成 

 

実施方針 並行 ，別途取 組 こ  

方向性 具体化 向 検討 あ 方 そ 他 事業 対応 考え方 

国 3･4･12 号線街路整備
事業 推進 

 ・交差部 見通 確保 

 ・街路樹 植栽 

 ・自転車専用 ーン 整備 

            

■意向調査 得 た考慮
事項 

・渋滞や迷惑駐車 発生
い う，沿道 開発 対

配慮 
・住宅地 店舗 広

対 騒音対策 
・国 3･4･6 号線 整備  

実施方針 対応 

実施方針 対応 

実施方針 対応 
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10．今後 ュー  
 

成 28 度 成 29 度 い 国 寺駅 口 リ 方向性

踏 え， 国 寺駅 口 リ 実施方針 策定  

後 ， 実施方針 具体 都市計画 素案 検討ヷ作成 ，説明会 ，

実施方針や都市計画 素案 関 周知 ，市民等 意見募集 行

うえ ，都市計画 決定手続 進 ， 成 30 度中 都市計画 決定 目指  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．今後 課題 
 

国 寺駅 口 リ 実施方針 ，構想 示 STEP う ， STEP-2

軸 展開 実現 向 ，都市計画等 手法 用い 実現 方法

あ ， 実施方針 具体 都市計画 映 い  

後 ， STEP-3 軸 面 展開 あ ，大学通 商店街 道路沿道 軸

， 宅地主体 あ 後背地 面 類 ，各 い ，

STEP-2 進捗 踏 え ，適 時期 い 検討 い ，

軸 面 STEP 移行 着実 進 ，段階的 国 寺駅 口 リ 全体 実現

目指  

  

 
 

H28年度 H29年度 H30年度 

 

実施方針
策定 

 

 

方向性 策定 

都市計画素案 

検討・作成 

実施方針・都市計画素案
周知・意見募集 

・説明会 

・市報・ＨＰ等 

 
 

 

都市計画 決定 向  

手続 実施 

 

都
市
計
画
の
決
定 

 

  

 

国3･4･6号線沿道 良好 沿道環境 創出 

国3･4･5号線沿道 商業回遊ルヸト 形成 

大学通 商業回遊ルヸト 形成 

  

 

宅地 良質 民間 宅開発及び既存 宅建替 進 

生活道路網 改善 

Ｅ
Ｐ-

３

軸
か

面

へ
の
展
開 

STEP-2 核 軸 展開  ※本 ち く 実施方針 

軸 面 へ 展開 う ， 軸  

軸 面 へ 展開 う ， 面  

国 3･4･6号線 
国 3･4･6号線 

西

武

多

摩

湖

線 

西

武

多

摩

湖

線 

中央本線 中央本線 
国分寺駅 国分寺駅 

 

駅

前

通

り 

 
国 3･4･5号線沿道 国 3･4･5号線沿道 

 
大学通 沿道 大学通 沿道 

 国

3 
 

4 

12
号

線 

中央本線 中央本線 
国分寺駅 国分寺駅 

 

駅

前

通

り 

 
国 3･4･5号線沿道 国 3･4･5号線沿道 

 
大学通 沿道 大学通 沿道 

 国

3 
 

4 

12
号

線 

西

武

多

摩

湖

線 

国 3･4･6号線 


